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(57)【要約】
【課題】液晶セル内部における気泡や重力むらの発生を
抑制して歩留りを向上させることが可能な液晶表示装置
を提供する。
【解決手段】液晶表示装置１は、駆動基板２０と対向基
板１０との間に液晶層３０が封止され、複数の画素１０
Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂを有する液晶セルよりなる。対向基
板１０の液晶層３０側には、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０
Ｂにそれぞれ対応する赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィル
タ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂが形成され、緑色フィル
タ１１Ｇ上には、フォトスペーサ１３が配設されている
。各色のカラーフィルタに設けられた貫通孔１１０Ｒ，
１１０Ｇ，１１０Ｂにより、非接触式の膜厚測定が可能
となり、フォトスペーサ１３の高さと共に各色カラーフ
ィルタの膜厚を測定して、これらを液晶滴下量にフィー
ドバックすることができる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の基板間に封止されて、複数の画素を構成する液晶セルと、
　前記一対の基板の一または他の基板上に形成され、厚み方向において貫通する貫通孔を
有するカラーフィルタと、
　前記カラーフィルタ上に配設され、前記液晶セルのセルギャップを制御するスペーサと
　を備えた液晶表示装置。
【請求項２】
　前記カラーフィルタは、複数色のカラーフィルタから構成され、
　前記複数色のカラーフィルタのそれぞれに、前記貫通孔が設けられている
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記貫通孔は、前記複数の画素のそれぞれに設けられている
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記スペーサは、前記カラーフィルタ上の前記貫通孔の近傍に設けられている
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記一対の基板のそれぞれに配線層が設けられ、
　前記貫通孔は、前記一対の基板のいずれかの配線層に対応する領域に設けられている
　請求項１ないし請求項４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カラー表示が可能な液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶テレビやノート型パソコン、カーナビゲーション等の表示モニタとして、例
えば、ＶＡ（Vertical Alignment：垂直配向）モードを採用した液晶表示装置が用いられ
ている。液晶表示装置は、画素駆動のための駆動基板とカラーフィルタなどが形成された
対向基板との間に液晶層を封止した液晶セルにより構成され、印加電圧に応じて画像表示
がなされるものである。
【０００３】
　上記液晶セルは、駆動基板と対向基板との間に、液晶材料を注入することにより形成す
ることができる。液晶注入方法としては、駆動基板と対向基板とをシール材などで貼り合
わせた後に両基板間に液晶を注入するディップ方式から、液晶を滴下したのちに駆動基板
と対向基板とを真空中で貼り合わせるＯＤＦ（One Drop Filling：液晶滴下）方式へと変
遷し、特に大型セルにおいてはＯＤＦ方式が主流となっている。
【０００４】
　このようなＯＤＦ方式では、駆動基板と対向基板とを貼り合わせる前に液晶を滴下する
ため、液晶セルの容積に対して滴下量が最適でない場合、セル内部に気泡や重力むらと呼
ばれる不良が発生してしまう。そこで、ＯＤＦ方式において、液晶セルの内部にセルギャ
ップを制御するためのフォトスペーサを配設する手法が提案されている（例えば、特許文
献１，２参照）。ここで、フォトスペーサを用いた場合には、このフォトスペーサの高さ
によって液晶セルの容積が規定されることになるため、特許文献２には、フォトスペーサ
の高さを液晶セルごとに測定して、その都度滴下量にフィードバックする手法が提案され
ている。
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－６８９５５号公報
【特許文献２】特開２００５－１２８５８２号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、液晶セルの容積は、フォトスペーサの高さだけでなく、カラーフィルタの膜
厚によっても変動する。このため、カラーフィルタの膜厚にばらつきが生じた場合には、
液晶セルの容積に対して最適な滴下量を設定することができず、セル内部に発生する気泡
や重力むらを十分に抑制することができないという問題があった。
【０００７】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、液晶セル内部における気
泡や重力むらの発生を抑制して歩留りを向上させることが可能な液晶表示装置を提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の液晶表示装置は、一対の基板間に液晶層が封止されてなると共に、複数の画素
を有する液晶セルと、一対の基板の一方の基板上に形成され、厚み方向において貫通する
貫通孔を有するカラーフィルタと、カラーフィルタ上に配設され、液晶セルのセルギャッ
プを制御するスペーサとを備えたものである。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置では、液晶セルの一方の基板上に形成されたカラーフィルタに、
厚み方向において貫通する貫通孔が設けられていることにより、例えば干渉式測定器など
の非接触の測定器を用いて、カラーフィルタ上に配設されたセルギャップ制御用のスペー
サの高さと共に、カラーフィルタの膜厚を測定可能となる。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の液晶表示装置によれば、液晶セルの一方の基板上に形成されたカラーフィルタ
に、厚み方向において貫通する貫通孔を設けるようにしたので、測定箇所を破壊すること
なく、また、別途測定用のダミー基板を形成することなく、カラーフィルタの膜厚を測定
することができる。これにより、例えばＯＤＦ方式により液晶セルを形成する工程におい
て、スペーサの高さと共にカラーフィルタの膜厚を液晶滴下量にフィードバックすること
で、液晶セルの容積に対して最適な量の液晶層を形成することができる。よって、液晶セ
ル内部における気泡や重力むらの発生を抑制し、歩留りを向上させることが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１２】
　図１（Ａ）は、本発明の一実施の形態に係る液晶表示装置１の概略構成を示す断面図で
ある。図１（Ｂ）は、上面からみたカラーフィルタおよびフォトスペーサの模式図である
。この液晶表示装置１は、例えば、ゲートドライバ（図示せず）から供給される駆動信号
によって、データドライバ（図示せず）から伝達される映像信号に基づいて画素ごとに映
像表示を行うアクティブマトリクス方式の表示装置である。
【００１３】
　液晶表示装置１は、駆動基板２０と対向基板１０との間に液晶層３０を封止した液晶セ
ルにより構成されている。この液晶セルは、マトリクス状に配置された複数の画素、例え
ば赤（Ｒ：Red）を表示する画素１０Ｒ、緑（Ｇ：Green）を表示する画素１０Ｇ、青（Ｂ
：Blue）を表示する画素１０Ｂを有している。
【００１４】
　駆動基板２０は、例えばガラス基板上に、複数の画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂをそれぞ
れ駆動するＴＦＴ（Thin Film Transistor；薄膜トランジスタ）が配設されると共に、こ
のＴＦＴに接続されるゲート線やデータ線などの各種配線層が形成されたものである。駆
動基板２０上には、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂごとに画素電極が設けられており、更に
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これらの画素電極を覆うように配向膜（いずれも図示せず）が形成されている。配向膜は
、液晶層３０の配向制御を行うためのものであり、例えばポリイミドなどの垂直配向型の
無機膜が用いられる。
【００１５】
　対向基板２０は、例えばガラス基板より構成され、液晶層３０の側には、複数色のカラ
ーフィルタ（赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂ）が、画素
１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂに対応して設けられている。また、この対向基板２０には、各画
素に共通の共通電極（図示せず）が形成されている。
【００１６】
　赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂはそれぞれ、赤色、緑
色および青色の成分を選択的に透過して、それ以外の波長領域の光を吸収するものである
。これらの赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂは、例えばフ
ォトレジストなどの感光性樹脂材料に各色の顔料を分散させたものである。また、厚みは
、必要とされる色純度等に応じて適宜設定され、例えば１．０μｍ～４．０μｍである。
このような赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂは、後述のＢ
Ｍ（ブラックマトリクス）層１２の開口領域にそれぞれ形成されている。
【００１７】
　ＢＭ層１２は、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの表示領域を区画すると共に、各色の区域
どうしの境界における外光の反射の防止および画素間の光漏れを防止し、コントラストを
高めるためのものである。このＢＭ層１２は、例えばクロム（Ｃｒ）などの金属、金属酸
化物および金属窒化物の単層膜や積層膜により構成されている。あるいは、カーボン粒子
を混ぜたアクリル樹脂などにより構成されていてもよい。
【００１８】
　上記赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィルタ１１Ｂのうちの選択
的な領域には、液晶セルのセルギャップを一定間隔に保持するためのフォトスペーサ１３
が配設されている。例えば、フォトスペーサ１３は、マトリクス状に配列した各色カラー
フィルタのうち緑色フィルタ１１Ｇ上のみに、所定のパターンで設けられている。このフ
ォトスペーサ１３は、例えば感光性のフォトレジストなどにより構成されている。また、
高さ（厚み）は、液晶層３０の複屈折に応じて適宜設定され、例えば１．５μｍ～４．５
μｍである。
【００１９】
　また、これらの赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィルタ１１Ｂに
は、厚み方向において貫通する貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂがそれぞれ設けられ
ている。詳細は後述するが、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂはそれぞれ、赤色フィ
ルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂの膜厚を測定するためのものであ
る。
【００２０】
　貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂは、マトリクス状に配列した全ての赤色フィルタ
１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィルタ１１Ｂに形成されている。すなわち、貫
通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂは、全ての画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂのそれぞれに
配設されている。また、各画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの各表示領域において、互いに同
一の位置に配置されている。このように、本実施の形態では、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ
，１１０Ｂが、表示面全域において一様にパターニングされている。逆に、局所的な領域
にのみ配置すると、各画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの表示領域では、貫通孔１１０Ｒ，１
１０Ｇ，１１０Ｂに対応する箇所における白色表示光の光抜けが目立ってしまう。本実施
の形態のように、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂを一様にパターニングすることで
、局所的な領域にのみ配置する場合に比べて、白色の光抜けを目立ちにくくすることがで
きる。
【００２１】
　また、好ましくは、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂを駆動基板２０または対向基
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板１０に設けられる各種配線、例えば、補助容量線やゲート線などに対向するように配設
する。これにより、上記のような貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂから抜けてしまう
光を遮光し、色再現範囲やコントラストの低下を抑制することができる。
【００２２】
　このような貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂは、断面形状が例えば円形状であり、
孔径が、例えば１．０μｍ～３０μｍとなっている。なお、各貫通孔の断面形状は円形状
に限らず、多角形状や楕円形状など他の形状であってもよく、上面側と下面側とで孔径が
異なっていても同一であってもよい。また、各貫通孔の寸法は特に限定されないが、でき
るだけ小さい方が開口率の点で有利となる。
【００２３】
　また、フォトスペーサ１３が配設された緑色フィルタ１１Ｇでは、このフォトスペーサ
１３の近傍に、貫通孔１１０Ｇが設けられている。このように、フォトスペーサ１３の近
傍に貫通孔１１０Ｇが設けられていることにより、後述の光干渉式測定器を用いて、フォ
トスペーサ１３の高さと緑色フィルタ１１Ｇの膜厚とを一度に測定し易くなる。
【００２４】
　液晶層３０は、例えばＶＡ（Vertical Alignment：垂直配向）モード、ＴＮ（Twisted 
Nematic）モード、ＩＰＳ（In Plane Switching）モードのネマティック液晶などにより
構成されている。
【００２５】
　なお、上記駆動基板１０および対向基板２０の外側には、偏光板（図示せず）が貼り合
わせられており、駆動基板２０の側を照射するバックライト（図示せず）が設けられてい
る。バックライトとしては、例えば導光板を用いたエッジライト型や、直下型のタイプの
ものが用いられ、例えばＣＣＦＬ（Cold Cathode Fluorescent Lamp：冷陰極傾向ランプ
）や、ＬＥＤ（Light Emitting Diode：発光ダイオード）などを含んで構成されている。
このような液晶表示装置１は、液晶テレビやノート型パソコンなどの電子機器用表示モニ
タとして用いられる。
【００２６】
　上記のような液晶表示装置１は、例えば次のようにして製造することができる。
【００２７】
　まず、ガラス基板の表面に、画素電極、ＴＦＴおよび各種配線層等を配設することによ
り、駆動基板２０を形成する。
【００２８】
　一方、図２（Ａ）に示したように、対向基板１０の表面に、上述した材料よりなるＢＭ
層１２を塗布形成した後、例えばフォトリソグラフィ法などによりパターニングし、開口
領域１２Ａを形成する。
【００２９】
　続いて、図２（Ｂ）に示したように、ＢＭ層１２の開口領域１２Ａに、上述した材料よ
りなる赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂをそれぞれ塗布し
た後、フォトマスク（図示せず）を用いた露光および現像処理などを経て、順にパターニ
ング形成する。このとき、赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィルタ
１１Ｂのそれぞれに対して貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂを同時にパターニング形
成する。
【００３０】
　続いて、形成した赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂのう
ち、例えば緑色フィルタ１１Ｇ上に、フォトスペーサ１３を形成する。すなわち、まず、
図３（Ａ）に示したように、赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１
１Ｂの全面にわたって、例えばポジ型の感光性レジスト１３０を、所定の厚みで塗布形成
する。なお、形成した感光性レジスト１３０の厚みが、上述したフォトスペーサ１３の高
さとなる。そして、この感光性レジスト１３０のうち、フォトスペーサ１３の形成予定領
域以外の領域を、所定の露光条件により選択的に露光する。このとき、フォトマスク１２
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０としては、例えば緑色フィルタ１１Ｇ上におけるフォトスペーサ１３の形成予定領域に
対応して、遮光部１２０Ａを有するものを用いる。これにより、図３（Ｂ）に示したよう
に、緑色フィルタ１１Ｇ上に、所定の高さのフォトスペーサ１３を形成する。
【００３１】
　他方、フォトスペーサ１３を形成した対向基板１０に対し、非接触の膜厚測定器、例え
ば光干渉式膜厚測定器などを用いて、フォトスペーサ１３の高さを測定する。このとき、
赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィルタ１１Ｂに、貫通孔１１０Ｒ
，１１０Ｇ，１１０Ｂがそれぞれ配設されていることにより、対向基板１０の表面の一部
を膜厚測定の基準面とすることができる。すなわち、対向基板１０の表面、赤色フィルタ
１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂの各表面、およびフォトスペーサ１３
の上面のそれぞれの差分を算出することにより、フォトスペーサ１３の高さだけでなく、
赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂの各膜厚についても測定
することが可能となる。
【００３２】
　また、フォトスペーサ１３が配設された緑色フィルタ１１Ｇにおいて、このフォトスペ
ーサ１３の近傍に貫通孔１１０Ｇが設けられていることにより、フォトスペーサ１３の高
さと緑色フィルタ１１Ｇの膜厚とを一度に測定し易くなる。これにより、タクトタイムが
短縮化される。上記のようにして測定したフォトスペーサ１３の高さと、赤色フィルタ１
１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂの各膜厚とは、後段の液晶層３０の滴下
量に対してフィードバックされる。
【００３３】
　次いで、フォトスペーサ１３を形成した対向基板１０の周縁部に、エポキシ接着材等の
ＵＶ硬化型のシール部を印刷したのち、対向基板１０の各色カラーフィルタが形成されて
いる側に、上述した材料よりなる液晶層３０を滴下する。このとき、上記のようにして測
定したフォトスペーサ１３の高さと共に、赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青
色フィルタ１１Ｂの各膜厚をも考慮して、液晶セルの容積を設定し、液晶層３０の滴下量
を設定する。
【００３４】
　こののち、滴下した液晶層３０を間にして、対向基板１０に駆動基板２０を貼り合わせ
、ＵＶ照射することにより、上記シール部を硬化させる。これにより、駆動基板２０と対
向基板１０との間に、液晶層３０が封止された液晶セルを形成する。
【００３５】
　最後に、形成した液晶セルの駆動基板２０および対向基板１０の外側の面に、図示しな
い偏光板を貼り合わせることにより、図１（Ａ）に示した液晶表示装置１を完成する。
【００３６】
　次いで、上記のような構成を有する液晶表示装置１の作用、効果について説明する。
【００３７】
　液晶表示装置１では、図示しないバックライトから駆動基板２０の側へ照射された光は
、駆動基板２０を通過して、液晶層３０へ入射する。液晶層３０に入射した光は、画像デ
ータに基づいて、駆動基板２０上の画素電極と対向基板１０上の共通電極との間に電圧が
印加されると、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂごとに変調されつつ透過される。このように
して液晶層３０を透過した光は、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂごとに、それぞれ対応する
赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂを通過することにより、
３原色の表示光として、対向基板１０の外側へ取り出され、表示が行われる。
【００３８】
　ここで、図４（Ａ），（Ｂ）を参照して、比較例に係る液晶表示装置１００について説
明する。液晶表示装置１００では、駆動基板１０２と対向基板１０１との間に液晶層１０
３が封止され、対向基板１０１上には、赤色フィルタ１０４Ｒ，緑色フィルタ１０４Ｇ，
青色フィルタ１０４ＢとＢＭ層１０５が形成されている。これらの赤色フィルタ１０４Ｒ
，緑色フィルタ１０４Ｇ，青色フィルタ１０４Ｂのうち、緑色フィルタ１０４Ｇ上にフォ
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トスペーサ１０６が配設されている。このような液晶表示装置１００では、緑色フィルタ
１０４Ｇ上にフォトスペーサ１０６を形成したのち、このフォトスペーサ１０６の高さを
測定し、これを液晶層１０３の滴下量にフィードバックして、液晶セルを形成する。この
ように、液晶表示装置１００では、液晶セルの容積を、フォトスペーサ１０６の高さのみ
を用いて設定する。
【００３９】
　ところが、液晶セルの容積は、赤色フィルタ１０４Ｒ，緑色フィルタ１０４Ｇ，青色フ
ィルタ１０４Ｂの各膜厚によっても変動するため、これらの各膜厚についても滴下量にフ
ィードバックする必要がある。しかしながら、比較例において、各色のカラーフィルタの
膜厚を測定するには、別途接触式の段差計などを用いなければならず、これによって、測
定箇所を破壊したり、あるいは測定用のダミー基板を別途作製しなければならない。この
ような手法は、タクトタイムの増大を招くため好ましくない。
【００４０】
　これに対し、本実施の形態では、液晶セルの対向基板１０上に形成された赤色フィルタ
１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂに、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１
０Ｂが設けられていることにより、例えば光干渉式測定器などの非接触の測定器を用いて
、フォトスペーサ１３の高さと共に、赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フ
ィルタ１１Ｂの各膜厚を測定可能となる。
【００４１】
　以上のように、本実施の形態では、液晶セルの対向基板１０上に形成された赤色フィル
タ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇ，青色フィルタ１１Ｂに、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１
１０Ｂを設けるようにしたので、測定箇所を破壊することなく、また、別途測定用のダミ
ー基板を形成することなく、各色カラーフィルタの膜厚を測定することができる。これに
より、例えばＯＤＦ方式により液晶セルを形成する工程において、フォトスペーサ１３の
高さと共に各色カラーフィルタの膜厚を液晶滴下量にフィードバックすることで、液晶セ
ルの容積に対して最適な量の液晶層を形成することができる。よって、液晶セル内部にお
ける気泡や重力むらの発生を抑制し、歩留りを向上させることが可能となる。
【００４２】
　以上、実施の形態を挙げて本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に限定されず
、種々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態では、フォトスペーサ１３を、緑色
フィルタ１１Ｇのうち選択的な領域にのみ配設した構成を例に挙げて説明したが、これに
限定されず、全ての緑色フィルタ１１Ｇに配設してもよい。また、赤色フィルタ１１Ｒに
のみ、あるいは青色フィルタ１１Ｂにのみ配設された構成であってもよい。あるいは、赤
色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィルタ１１Ｂのうちの２色以上に対
して、配設されていてもよい。
【００４３】
　また、上記実施の形態では、フォトスペーサ１３を貫通孔の近傍に配置した構成を例に
挙げて説明したが、フォトスペーサ１３は必ずしも貫通孔の近傍に配置しなくともよい。
但し、光干渉式膜厚測定器の視野、すなわち一度に測定可能な範囲内に配置することが好
ましい。
【００４４】
　また、上記実施の形態では、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂを、全ての画素１０
Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂのそれぞれに一様に形成した構成を例に挙げて説明したが、貫通孔１
１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂは、必ずしも全ての画素に設ける必要はない。上述したよう
に、赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィルタ１１Ｂは、色ごとにパ
ターニング形成するため、各色に対して少なくとも一つ、膜厚測定用の貫通孔が設けられ
ていればよい。
【００４５】
　但し、上記のように、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂを一様にパターン形成しな
い場合には、駆動基板２０または対向基板１０に設けられる各種配線層などに対向させて
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配設することが好ましい。上述したように、貫通孔１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂでは、
白色の光抜けが生じるが、このような光抜けが表示面の局所的な領域で生じると、逆に目
立ってしまい、表示品位を損ねるからである。
【００４６】
　また、上記実施の形態では、Ｒ，Ｇ，Ｂの３色のカラーフィルタが、同等の膜厚で構成
された場合を例に挙げて説明したが、これに限定されず、色ごとにカラーフィルタの膜厚
が互いに異なる構造、いわゆるマルチギャップ構造としてもよい。このような構造とした
場合であっても、本発明では各色のカラーフィルタの膜厚を液晶滴下量にフィードバック
することができるため、液晶セルの容積に対して最適な滴下量の液晶層を形成することが
できる。
【００４７】
　また、上記実施の形態では、赤色フィルタ１１Ｒ，緑色フィルタ１１Ｇおよび青色フィ
ルタ１１Ｂが、対向基板１０の側に配設された構成を例に挙げて説明したが、これに限定
されず、上記各色カラーフィルタが駆動基板２０の側に設けられた構造、いわゆるカラー
フィルタ・オン・アレイ（Color Filter on Array）構造としてもよい。ちなみに、この
ような構造では、各色カラーフィルタの膜厚は、対向基板１０の側に設ける場合よりも厚
くなることが多いため、色ごとに膜厚のばらつきが生じ易くなる。本発明では、各色のカ
ラーフィルタの膜厚を液晶滴下量にフィードバックすることができるため、このようなカ
ラーフィルタ・オン・アレイ構造の場合に特に有効である。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶表示装置の概略構成を表す断面図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置の製造工程を説明するための断面図である。
【図３】図２に続く工程を説明するための断面図である。
【図４】比較例に係る液晶表示装置の概略構成を表す断面図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１…液晶表示装置、１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ…画素、１０…対向基板、１１Ｒ…赤色フ
ィルタ、１１Ｇ…緑色フィルタ、１１Ｂ…青色フィルタ、１１０Ｒ，１１０Ｇ，１１０Ｂ
…貫通孔、１２…ＢＭ層、１３…フォトスペーサ、３０…液晶層。
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解决的问题：提供一种液晶显示装置，其能够通过抑制液晶单元中的气
泡的产生和重力的不均匀来提高成品率。 液晶显示装置1包括液晶单
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和蓝色滤光片11B，并且在绿色滤光片11G上布置光隔离物13。 是 每种
颜色的彩色滤光片中提供的通孔110R，110G，110B能够进行非接触式
膜厚测量。测量光隔离物13的高度和每个彩色滤光片的膜厚，然后将其
滴在液晶上。 您可以提供有关数量的反馈。 [选型图]图1
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